
これからの日本の成長を促進するスタートアップの条件
～熱量とクリエイティビティ～

CEATEC特別講演

さくらインターネット
株式会社

代表取締役社長 田中邦裕2018/10/19
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大きく変わった街中の様子

馬車の大群の中に自動車が一台
(1900年)

自動車の大群の中に馬車が一台
(1913年)

1900年のニューヨーク五番街と1913年のニューヨーク五番街
※Junnama Online より引用
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ワールドカップで使われていたカメラ

2006年ワールドカップ

2014年ワールドカップ

http://gqjapan.jp/more/business/20140718/possibility-of-disruption

iPhone 3G
2008年7月11日(日本発売)

Andriod (HT-03A)

2009年7月10日(日本発売)
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http://openprivatelife.blogspot.com/

http://app-nav.com/2015/05/the-moment-iwanto-buy.html

スマホの普及前と普及後

2005年 2015年



多角化経営失敗
二度目の経営危機
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さくらインターネットの歴史

起業の
きっかけ

1996
18歳

さくらインターネット
創業

さくらインターネット株式会社設立
大阪・東京にデータセンター開設

東京証券取引所マザーズ上場
多角化経営に乗り出す

双日株式会社と資本業務提携
経営黒字化

石狩データセンター開設

1999 2005
2008
2009

2011 2015

東証第一部に上場

2016

社内の働きやすさ改革
「さぶりこ」導入

2017

福岡オフィス開設
大阪本社をグランフロントへ移転

2018
現在

衛星データ事業へ参入

外部から学内のネット
ワークにつながることに
感動し、インターネット

に可能性を見出す

ITバブル崩壊
経営危機に陥る
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売上高 社員数

自己紹介＆会社沿革

マザーズ上場

東証一部上場

高火力・IoT

2005年度

2015年

2016年

さくらのレンタルサーバ

2004年

2009年
研究所開設

2010年
さくらのVPS

1996年
創業

2011年
石狩データセンター
さくらのクラウド
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1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

ハウジング 専用サーバ レンタルサーバ クラウド/VPS その他

田中 邦裕
さくらインターネット株式会社 代表取締役社長

(年度)

商 号 さくらインターネット株式会社

本 社 大阪市北区大深町4-20

創 業 1996年12月23日

社員数 563名(`18/3末)
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30歳までに上場した19社

出典：HR NOTE編集部独自調査
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さくらの事業～データセンターの役割～

データセンター インターネット
利用者

コンテンツ
事業者

さくらインターネット

データ

サーバ

インターネット

データセンターに
データを預ける

データを
保管・処理する

インターネットを
介してデータが

流れる

ブラウザ・アプリ
からサーバに
アクセスする

サーバ：止められないITインフラを運用
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さくらの事業～データセンター内部～

＜サーバーラック＞ ＜サーバー＞ ＜発電機＞
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各拠点

大阪・東京・北海道(石狩)にくわえ

2017年2月に福岡に拠点を開設

石狩

東京
大阪

福岡

西新宿データセンター 石狩データセンター
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さくらインターネットのお客さま

https://mixi.jp/
http://www.hatena.ne.jp/


インターネットで変わってきた世界と
これから変わること
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新しい時代への移り変わり

20世紀後半～18世紀後半～～17世紀

農耕や狩猟 産業革命 IT革命

IT技術による変革
知識集約型ビジネス

機械による大量生産
資本集約型ビジネス

農耕や狩猟
労働集約型ビジネス

第1次産業革命
（18世紀後半）

蒸気機関の発明による機械工業化

第2次産業革命
（19世紀後半）

石油と電力による大量生産の実現

第3次産業革命
（20世紀後半）

IT技術の発展による生産自動化

第4次産業革命
（21世紀前半～）

IoTやAI、AR/VR、ロボによる仕事の発展、多様化
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ものづくりの時代 ポータルサイトの時代 アプリの時代 シェア前提の時代

一部の人だけが
コンピュータを利用

パソコンや携帯電話の
ブラウザが入口

アプリから利用
ブラウザはアプリ内

第3のプラットフォームを
ベースとした新たな世界

1996年 2007年 2018年

第二次産業革命
（エネルギー革命）

第三次産業革命
（IT革命）

第四次産業革命
（AI/IoT/BigData/VR..)

第1のプラットフォーム
メインフレーム

第2のプラットフォーム
サーバ・クライアント・インターネット

第3のプラットフォーム
クラウド・ソーシャル・ビッグデータ・モビリティ

第3のプラットフォームをベースにした新しい世界
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いままでとこれから伸びる会社の変化(1989年）

1989年の世界の時価総額TOP20
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主要名目GDP推移

（単位：兆ドル）
出典：IMF2018
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http://www.180.co.jp/world_etf_adr/adr/ranking.htm ：2018年6月時点

2018年世界の時価総額ランキング

いままでとこれから伸びる会社の変化（2018年）

http://www.180.co.jp/world_etf_adr/adr/ranking.htm
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すべての企業がIT企業になる

※IDCJapanの定義では、DXとは、企業が『第3のプラットフォーム』技術を活用して、新しい製品やサービス、
新しいビジネスモデル、新しい関係を通じて価値を創出し、競争上の優位性を確立すること

全ての会社がIT企業になる

デジタルトランスフォーメーション(DX)※時代の到来

【IT×○○】
IT×金融
（ FinTech）

IT×医療
（遠隔診療）

IT×自動車
（自動運転）

IT×農業
（スマート農業）
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変革スピード（例：音楽産業・カメラ産業のライフサイクル）

1900年 1950年 2000年

1995年

2018年

フィルムカメラ
スマホ

レコード
カセット CD MP3 iPod スマホ

直線的な進化

指数関数的な進化

インターネット

※出典：『シンギュラリティ・ビジネス』（齋藤 和紀／著）

デジカメ

インターネットの
普及により、変革
スピードが加速



IoT化の前後において起こること

IoTより前 IoTによって実現する世界

無線配車

VICS

それぞれ全く異なるネットワークで独立

アメダス

すべての人と物がインターネットでフラットにつながる

21
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ヒト・モノ・カネの価値の変化
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世の中の前提の変化

Etc…

ITが当たり前に
使われる

全ての人と物が
インターネットで

つながる

占有からシェアへ 資源価格の高騰

少子高齢化働き手の多様化
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知識集約型ビジネスへの転換

労働集約型ビジネス（産業）
労働の割合・依存度が高い産業
（例：サービス・受託開発・運用保守）

資本集約型ビジネス（産業）
資本設備への依存度が高い産業
（例：電力・ガス・鉄鋼業・重工業・投資）

知識集約型ビジネス（産業）
知識への依存度が高い産業
（例：アプリ・ゲーム開発・バイオ研究開発）
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これからは『クリエイティビティ』の時代

クリエイティブクラスがパフォーマンスをあげられる理由

技術や才能は流動的なもの

寛容さが重要（自由、開放的、多様性がある）

例：Googleの「20％ルール」（時間の自由）

テレワーク（勤務形態の自由）

昔のソニーの企業文化（無駄の効用）

才能
（Talent）

技術
（Technology）

寛容性
（Tolerance）

◆経済成長に必要不可欠な「３つのT」

「効率性」を追求する社会から「多様性」を

活かすことで、新しい視点で物事を見ることができる

クリエイティブクラス：
技術者、芸術家、弁護士、起業家の専門職などの
知識労働者



シェア前提社会における社会構造の変化
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これからの「シェア前提社会」では
『個の尊重＋つながり』が重要

密結合（巨大化・効率化） 疎結合（小規模・シェア）

シェア前提

 企業は巨大なほうが効率が良い  個の能力を活かす
 働き方を変えることで能力を活かす



世の中を変えるスタートアップの魅力
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スタートアップ
イノベーションを通じて
短期的に人々の生活や世界

を変える

働き方の変革
社会変革

人の成長
サービスの成長

個の尊重
熱量

クリエイティビティ



関わっている主なスタートアップ支援について
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・未踏プロジェクト

・CSAJスタートアップ支援

・さくらとスタートアップ

https://mixi.jp/


「やりたいこと」を「できる」に変える

ご清聴ありがとうございました


